
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































くすること。2 外面的より内面的に。3 規律協同の良習慣より徳性の涵養に。4 正確に而も




















































たのである。一,全我的活動を重視す 二,個性を尊重す 三,自発創造の精神を発揮す 四,自







































なるべく再任しない事 C.よく世話の出来るもの d.体育方面に特徴を有するもの e.好き
嫌いや,その他自分の私的関係による選択をしない。2.リーダーの任期― イ.三週ないし四週に
て交替する 口.進んでは一週間で交替する。
3.リー ダーの仕事― イ.教師と児童との間の連絡の機関となる 口.学習案の用紙の配布および






















































































































































































































































































































































理が消 え去る気遣はない。 人間は人間同志で闘わなくてはならぬ。文化戦 に,将経 済戦に,
国家は国家で,個人は個人で互いに切磋琢麿 しな くてはならぬ。ここに人類の発展,栄
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(3)「新体育」 昭和21年2月号 p4 傍点引用者
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(8)「増補版 現代政治の思想と行動」 未来社 1976 p274
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(10)「ナショナリズムと教育」 田村栄一 東洋館出版社 昭和39年 pp 5～6
(11)丸山真男 前掲書 p273
(12)同上書 p273
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(14)「ナショナリズムJ 現代日本思想大系4 筑摩書房 1967 所収 吉本隆明 「日本のナショナリズム」 p27
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(19)「日本の精神的風土J 飯塚浩二 岩波新書 昭和37年 p85
(20)石田雄 前掲書 p144
(21)坂田吉雄 前掲書 p127
(22)この点については拙稿「スポーツの身体論 (II)」鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第22巻 第 2号 参
照
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(33)「体操論」 大日本教育会雑誌 第126号 明治26年3月 p896 旬読点一部引用者
(34)同上書 p899
(35) 「大日本教育会夏期講習会の開会式におてJ 大日本教育会雑誌 第169号 明治28年9月 p3057 句読点
一部引用者
(36)同上書 pp3057～3058
(37)「近代日本政治構造の研究」 石田雄 未来社 1967 p24
(38)同上書 p24
(39)同上書 p24～25
(40)「日本の思想」 丸山真男 岩波新書 1964 p24
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(43)同上書 p75
(44)「新教育講義J 六盟館蔵版 明治39年 p51
(45)「体育原理」 育英舎 明治37年 p31
(46)同上書 pp33～4
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(50)田村栄一 前掲書 pp67～8
(51)「増補版 現代政治の思想と行動」 未来社 1976 p293
(52)同上書 p13
(53)同上書 p13
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(55)「超国家主義」 現代日本思想大系 31 筑摩書房 1967 所収 橋川文三 「超国家主義の諸相」 p7





































とらえている。 (「体育五十年」 時事通信社 昭和25年 pp105～2 3)
今村嘉雄も第一期 (昭和初年から昭和11年のベルリン大会)を「遊戯・スポーツ中心の時代」,第二期「昭和
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(132)「体育と競技」 昭和3年6月号 pp24～27 以下引用文は現代かなづかいとした。
(133)「思想善導と体育」 「体育と競技」 昭和 4年8月号 p9
(134)「思想善導と体育 (二)J 同上誌 昭和4年8月号 p20
(135)同論文 p21
(136)「体育と競技」 昭和4年2月号 pp30～32
(137)「体育評論J 「体育と競技」 昭和4年11月号 pp18～19
1“           入江克己:日本ファンズム1体育思想の研究 (I)
(13s)「体育と競技」 昭和3年4月号 pp劇～25 句読点一部引用者
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